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八
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に
お
け
る
中
国
的
変
容
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意
味
と
課
題

朝

山

幸

彦

一
、
な
ぜ

支
謙

な

の
か

支
謙

訳
と
さ
れ
る
佛
典
が
、
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
理
由
は
、
そ
れ
ら
佛
典
群
が
未
だ
十
分
に
解
読
さ
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
上
で
の
相
互
連
関
や
意
味
の
究
明
が
、
余
り
な
さ
れ
て
い
な

い
か
ら

で
あ
る
。
支
謙
訳
佛
典
数
さ
え
、
何
と
お
り
も
の
説
が
あ
り
、

仮
り
に
近
似

の
数

の
場
合
で
も
、
そ
の
中
身
の
佛
典
が
違

っ
て
い
る
事

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
支
謙
訳
と
さ
れ
る
最
小
限
の
佛
典
群
を
解
読
し
て
、

訳
出
の
傾
向
特
色
を
と
り
出
し
、
支
謙
訳
と
い
え
る
内
容
的
な
基
準
の

仮
説
を
作

っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
解
読
の
仕
方

も
、
同

一
系
佛
典

の
、
異
漢
訳
と
の
比
較
対
比
に
留
ま
ら
ず
、
イ

ン
ド

系
原
典

乏
考
え
ら
れ
る
現
存
の
梵

・
巴

・
蔵
本
と
の
比
較
考
察
を
加
え

る
と
、
真
意
把
握
に
有
効
な
こ
と
が
多

い
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
、
解

読
し
っ
つ
中
国
的
変
容

の
考
察
と
い
う
問
題
を
立
て
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
必
須

の
作
業

で
あ
ろ
う
。そ
し
て
変
容
改
変
が
確
認
で
き
る
と
、

そ
れ
ら

に
支
謙

の
諸
伝
記
類
、
経
序
や
経
外
添
削
文
や
諸
経

の
爽
注

(特
に
支
謙
の
発
言
思
考
部
分
)
等
も
援
用
し
進
め
る
と
、
支
謙
訳
佛
典
の

真
意
や
変
容
改
変
部
分

の
意
味
も
解
明
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
で
支
謙
自
身
は
、
割
合
多
数

の
佛
典
を
翻
訳
し
た
が
、
生
涯
を
在

家
で
過
し
、
決
し
て
出
家
し
な
か
っ
た
。
そ
の
事
は
、
支
謙
自
身
の
何

ら
か
の
考
え
方
や
生
き
方

に
関
わ
り
、
訳
業

の
意
味

の
理
解

に
も
連
な

る
場
合
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

支
謙
伝
に
よ
る
と

「七
力
国
語
に
通
じ
、
漢
籍
に
も
胡
書
に
も
練
籍

せ
ざ
る
は
な
し

(取
意
)」
と
伝
え
て
い
る
。
実
際
に
訳
出
佛
典
に
引
用

さ
れ
た
中
国
文
献
数
は
、
今
の
所
八
種
以
上
あ
り
、
自
他
訳

の
佛
典
も

三
ー
四
種
以
上
は
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
思
想
書
に
限
ら
ず
、
尚

書
、
漢
書
等

の
史
書
も
あ
る
。
伝
記

の
言
う
如
く
、
博
学
智
恵
袋
で
、

寧
ろ

一
思
想
家
と
云
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
独
創
性
は
、
両
義
的
、

構
造
的
等
と
後
述
す
る
が
、
支
謙
訳
の
変
容
改
変
の
傾
向
や
特
色
を
系

統
化
す
る
と
、
支
謙
の
立
場
が
、
イ
ン
ド
的

で
、
中
国
的
で
、
か

つ
月

支
的
内
容
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
支
謙
が
月
支
出

で
、
支
識

の
直

弟
子
支
亮
を
師
と
し
、
霊
帝
時
代
か
ら
涼
州

で
学
生
期
を
過
し
、
訳
経
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六
五

も

し

た
。

後
漢

の
動

乱

を
避

け
、

一
族

と
共

に
、

二
二
五
年
頃

武
昌
を
経
て
、
建
業
に
安
住
し
た
。
そ
の
地
で
呉
王
孫
権
等
に
重
用
さ

れ
、
訳
経
に
約
三
十
年
程
従
事
し
、
晩
年
は
窓
薩
山
に
遁
棲
、

二
五
三
口
年
頃
六

一
才

で
没
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
生
涯
は

「(少
年
時

に
)
犬
に
噛
ま
れ
不
自
由
な
体
に
な
り
、
逃
避
行
中
に
は
、
寒
空
の
夜
、

心
を
か
け
た
道
つ
れ
に
、
最
後

の
一
衣
さ
え
も
盗
ま
れ
た
り
、
育
て
上

げ
た
東
官
の
孫
亮
が
、
王
位
継
承
問
題

で
不
遇
で
あ
っ
た

(取
意
)
」
等

の
苦
難

の
経
験
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
乱
社
会
の
世
相
や
災
難
の
体
験

見
聞
は
、
当

の
支
謙
達
に
何
が
し
か
の
影
響
を
与
え
、
佛
典
理
解
や
変

容
改
変

に
反
映
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
実
支
謙
訳
と
さ
れ
る

「大

明
度
経
、
維
摩
詰
経
、
大
阿
彌
陀
経
」
等
に
、
イ
ン
ド
系
原
文
に
は
な

か
つ
た

「無
依

(止
)」
的
用
語
や
同
意
味
の
付
加
、
変
容
が
、
共
通
し

て
伺
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
無
椅

(猜
)
、
無
住
、
無
侍
枯
、
虚
無
空
立
、

空
に
與
み
な
し
等

の
変
容
付
加
が
、
乱
世
的
内
容
の
付
加
と
共
に
訳
出

さ
れ
て
い
る
。
支
謙
伝

の
事
柄
と
訳
出
上
の
変
容
傾
向
と
に
、
相
関
関

係
も
見

い
出
し
う
る
。

こ
う
見
う
る
と
、
支
謙

の
思
想
も
確
め
ら
れ
、
当
時
の
人
々
の
問
題

意
識
や
世
相

へ
の
反
応

の

一
端
も
確
認
で
き
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

支
謙
は
訳
経
史
上
注
目
さ
れ
、
現
代
中
国
に
も
受
け
つ
が
れ
て
い
る
の

は
、
訳
経

が
多

い
上
に
、
僧
で
な

い
の
に
割
合
多
く
の
人
間
面
が
伝
え

ら
れ
、
理
想
的
要
素
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
支
謙
が
文
雅
派
か
否
か

の
論
及

も
さ
れ
て
い
る
が
、
支
謙
訳
と
さ
れ
る
佛
典

の
変
容
付
加
を
文

雅
問
題
別
に
整
理
を
す
る
と
、
訳
業
初
期
の
大
明
度
経
に
は
、
文
飾
を

批
判
し
た
訳
出
を
し
て
い
る
。師
支
識
の
訳
風

に
連
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

維
摩
詰
経
の
四
依
の
訳
し
方
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
系
原
意
と
逆

の
意
味

に
改
変
変
容
し
て
、
文
雅
派
の
立
場
に
転
換
し

て
い
る
。
亦
、
法
句
経

序
に
お
い
て
、
経

の
章
句
構
成
の
再
編
に
着
手
し
た
と
と
も
に
、
支
謙

自
ら
が
、
文
雅
的
訳
出
の
必
要
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
文
飾
問
題

に
関
し
て
も
訳
文
の
変
容
に
表
わ
さ
れ
、
連
動
し
て
い
る
と
見
う
る
。

即
ち
文
雅
派
で
あ
る
こ
と
は
、
訳
文
の
文
飾
、
中
国
的
変
容
改
変
を
認

め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
佛
典
の
構
成
の
改
変
、
増
減
や
諸
文
献
の

引
用
、
中
国
的
位
置
づ
け
も
含
む
。
支
謙
は
原
意
に
忠
実
な
翻
訳
者
と

い
う
よ
り
、
何
ら
か
の
意
図
や
理
念
を
も
っ
て
、
文
飾
す
る

一
思
想
家

で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
状
況
的
に
は
、
中

国
文
化
圏
で
生
れ
育
ち
、

月
氏
系
師
弟
関
係
に
属
し
、
在
家
佛
教
者
と
し
て
、
独
創
的
訳
経
者
で

生
涯
を
全
う
し
た
人
で
あ
っ
た
。
特
に
彼
の
訳
文
に
表
わ
れ
た
改
変
変

容
の
傾
向
特
色
に
、

一
定

の
方
向
性
や
共
通

の
思
惟
が
認
め
ら
れ
、
そ

れ
ら
が
亦
、
選
経

の
傾
向
、
経
名
章
品
句

の
改
変
増
減
、
訳
文
の
補
削
、

挿
入
に
も
連
関
し
て
い
る
と
見
う
る
。
亦
、
支
謙
訳
業
全
体

の
相
互
関

係
や
各
訳
経
文

の
変
容
挿
入
付
加
の
他
経
と

の
共
通
点
連
関
性
に
、
支

謙
自
身
の
意
図
な
い
し
思
想
の
傾
向
ま
で
も
伺
え
る
と
思
わ
れ
る
。
殊

に
当
時
の
人
々
が
直
面
し
た
問
題
、
佛
教
受
容
上
の
拮
抗
、
乱
世
社
会

に
お
け
る
人
々
の
心
の
支
え
、
高
度
な
他
思
想
と
の
対
応
等
を
意
識
、

反
映
し
て
、
支
謙
は
訳
経
し
改
変
変
容
し
、
自

己
の
見
解
も
加
味
し
た

637



支
謙
訳
佛
典
群
に
お
け
る
中
国
的
変
容
の
意
味
と
課
題

(朝

山
)

六
六

と
い
え

る
の
で
な
い
か
。
そ
の
訳
経

の
主
対
象
は
、
読
み
書
き
で
き
る

支
配
層
中
心
の
衆
生
で
、
従

っ
て
支
謙
は
、
王
体
制
擁
護
を
意
図
す
る
、

体
制
内

的
思
想
家
と
決
め

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

二
、
中
国
的
変
容

今
更

な
ぜ
中
国
的
変
容
な
の
か
。
既
に
中
村
元
博
士
に
よ
つ
て
、
普

遍
思
想
と
し
て
の
佛
教
が
、
東
ァ
ジ
ァ
文
化
圏
の
伝
播
を
通
じ
て

「
シ

ナ
人
の
思
惟
方
法
」
の
解
明
の
形

で
、
中
国
的
変
容
問
題
は
提
起
証
明

ず
み
と

い
え
る
。
し
か
も
多
く

の
先
学
の
関
説
も
積
み
上
げ
ら
れ
た
。

本
論
も

そ
の

一
端
を
、
支
謙
と

い
う

一
個

の
具
体
的
訳
業
を
中
心
に
、

系
統
的

に
再
確
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
上
、

一
思
想
家
と
し
て
、

訳
経
の
意
図
と
変
容
と
の
関
係
、
更
に
各
訳
出
佛
典
と
イ
ン
ド
系
原
典

と
の
真
意

の
差
異
に
注
目
す
る
方
向
を
と
る
。
支
謙
訳
佛
典
を
、
タ
テ
、

ヨ
コ
の
関
係
で
比
較
考
察
し
つ
つ
解
読
し
、
そ
の
変
容
の
意
味
究
明
の

過
程
で
、
訳
出
の
時
、
慮
、
訳
出
順
、
引
用
の
相
互
関
係
、
中
国
思
想

の
影
響

関
連
等
の
事
実
も
解
明
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
事
情

の
中

で
の
、

支
謙
訳
佛
典
群
の
各
意
図
や
訳
経
に
含
め
ら
れ
た
、
支
謙
自
身
の
主
張

内
容
も
、
あ
る
と
す
れ
ば
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
早
く
に
、

山
田
龍
城
先
生
は

「経
典
の
意
図
、
様
式
と
の
関
連
、
そ
し
て
社
会
背

景
の
解
明

(取
意
)」
の
必
要
を
指
摘
な
さ
れ
た
。
支
謙
訳
佛
典
の
解
読

で
も
、
そ

の
有
効
妥
当
性
は
、
検
証
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
支
謙

の

長
期
に
わ
た
る
訳
業
を
通
じ
て
、
恐
ら
く

一
貫
し
て

「佛
教
を
中
国
の

人
々
に
、
受
容
し
や
す
い
様
に
、
中
国
文
化
に
融

合
し
、
正
統
に
評
価

位
置
づ
け
う
る
」
事
を
意
図
し
て
き
た
と
想
定

で
き
る
。

一
連
の
変
容

改
変
付
加
削
入
も
、
校
量
基
準
の
挿
入
配
置
も
中
国
主
要
思
想
文
献
の

引
用
も
、
実
は
そ
の
意
図
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
な
い
か
。
当
時

の
中
国
の
人
々
が
直
面
し
た
諸
問
題
、
例
え
ば
中
島
隆
蔵
博
士
の
表
現

を
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
死
の
不
安
や
生
き
る
支
え
の
問
題
、
人
間
の

禍
福
や
運
命
、
親
不
孝
殺
生
な
い
し
悪
業
や
徳
行
に
よ
る
救
い
の
問
題

等
々
、
激
変
の
乱
世
社
会
で
迫
ま
り
く
る
切
実

な
苦
悩
に
、
何
と
か
力

に
な
り
た
い
為
の
訳
経

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
了
本
生
死
経
や
般

泥
垣
経
、
本
業
経
や
過
度
人
道
経
や
大
明
度
経
、
法
句
経
生
死
品
や
義

足
経

一
五
章
の
改
変
、
大
阿
彌
陀
経
や
法
句
経
等

の
一
群
の
作
善
得
福

業
報
説
の
採
用
は
、
人
々
の
問
題
に
対
応
し
て
い
る
。
更
に
維
摩
詰
経

で
は
、
イ
ン
ド
系
原
意
で
問
疾
品
が
、
法
言
品
に
改
変
さ
れ
、
各
訳
文

も

「法
利
、
法
求
」
を
挿
入
改
変
し
て
連
動

し
て
い
る

(タ
テ
関
係
)

が
、
法
句
経
序
、
大
明
度
経
來
注
で
も
連
動
し
て
い
る

(
ヨ
コ
関
係
)。

こ
の
法
言
重
視
は
、
あ
る
い
は
漢
揚
上
著

「法
言
」
と
の
関
連
も
あ
る

の
か
も
知
れ
な
い
?
。
少
な
く
と
も
中
国
文
献
化

の
た
め
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
イ
ン
ド
系
原
文
で
、
韻
文
の
思
想
が
、
支
謙
訳
で
は
散
文
訳
に

対
応
す
る
。
梵
摩
楡
経
、
大
阿
彌
陀
経
往
勤
偈
等

で
見
ら
れ
、
亦
、
問

答
対
話

の
原
文
が
、
散
文
形
に
対
応
す
る
訳
文
に
な
る
事
例
も
あ
り
、

そ
れ
ら
は
、
中
国
思
想
宗
教
書
の
形
態
と
し
て
、
適
し
い
と
さ
れ
る
が

故
の
対
応
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
も

一
種

の
中
国
思
想
書
の
中
で
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六
七

の
位
置
づ
け
、
文
化
融
合

の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

第
二

の
顕
著

で
か

つ
重
視
さ
れ
る
べ
き
意
図
と
し
て

「佛
道
を
以
つ

て
王
体
制
下

の
治
国
と
繁
栄
」
と
い
う
理
念
的
意
図
が
伺
わ
れ
る
。
戴

に
佛
教

と
政
治

の
問
題
が
、
支
謙
達
に
よ
り
、
時
代
社
会

の
要
請
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
支
謙
在
世
の
前
後

の
五
斗
米
道
や
黄
巾
の
乱
等

を
は
じ

め
後
漢
王
朝
内
の
抗
争

・
三
国
鼎
立

の
相
剋
な
ど
中
国
社
会
時

代
の
動

乱
世
相
と
無
関
係
な
訳
経
で
は
な
い
様
だ
。
こ
う
し
た
社
会
時

代
の
問
題
を
、
佛
道
に
依
っ
て
修
身
、
斉
家
し
、
王
臣
族
統
治
に
よ
る

治
国
と

天
下
太
平

(安
寧
、
繁
栄
)
を
目
指
す
為

に
、
訳
経
や
そ
の
変

容
付
加
改
変
も
し
た
場
合
も
あ
り
、単
な
る
翻
訳
事
業
な
の
で
は
な
い
。

漢
王
朝

以
来
主
流
で
あ
っ
た
儒
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
天
人
相
関
説
の

発
想

(孔
孟
的
思
惟
)
を
模
範
に
、
支
謙
周
辺
で
優
勢
で
あ
っ
た

?
道

家
的
方
途
も
意
識
、
対
抗
し
て
、
佛
道
的
治
国

(特
に
阿
彌
陀
信
仰
?
)

の
意
図
を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
或
は
月
氏
国
で
は
実
現
済
み
で
、

師
支
識

の
学
統

の
主
張
連
繋
も
あ
り
う
る
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も

「佛

道
に
よ
る
治
国
」
を
意
図
し
て
い
た
事

は
、
確
か
で
あ
る
。
支
謙
が
、

孫
権
王

に
よ
っ
て
、
博
士
と
賞
誉
さ
れ
、
東
官

の
師
と
し
て
信
任
寵
愛

さ
れ
、
そ
れ
故
王
臣
族
家
族
支
配
層
と
も
常
に
交
流
容
易
で
、
保
護
さ

れ
つ
つ
訳
経
で
き
る
立
場
に
い
た
。
こ
の
事
実

は
、
政
治
的
識
見
や
理

念
を
抱

き
や
す

い
条
件
下
に
居
れ
た
し
、実
際
に
在
俗
佛
教
者
の
故
に
、

孫
権
亮
帝
王
臣
族
と
自
在
な
交
流
も
、
王
体
制
擁
護
の
治
世
的
意
図
も

持
ち
得

て
訳
出

で
き
、
出
家
な
ら
ば
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の

二
大
主
要
意
図
は
佛
教

の
中
国
文
化
圏
で
の
融
合
化
位
置
づ
け
と
、
佛

道
に
よ
る
王
体
制
治
国
の
意
図
の
底
流
に
は
、
出
世
間
的
で
な
い
、
中

国
の
人
々
の
現
実
功
利
的
思
惟
が
働
き
、
両

文
化
の
高
度
故
、
平
行
移

転
が
成
立
し
た
。
そ
の
現
実
功
利
性
は
、
支
謙
伝
に
い
う
法
句
経
で
、

利
養
品
は
現
存

パ
ー
リ
に
な
く
、
同
じ
く
導
利

品
は
支
謙

の
付
加
で
あ

る
。
こ
の
功
利
を
重
視
す
る
思
惟
傾
向
は
、
他
の
支
謙
訳
で
は
、
更
に

具
体
的
実
益

の
形
で
変
容
付
加
さ
れ
た
。
維
摩
詰
経

の
長
寿
、
随
食
、

不
損
の
変
容
は
既
に
指
摘
済
み
で
、
大
阿
彌
陀
経
の
施
後
報
償

へ
の
信

や
作
善
得
福
の
長
寿
、
上
天
、
度
世

の
中
国
的
福
の
付
加
に
も
伺
え
る
。

こ
れ
ら
が
、
佛
教
本
来
の
空
思
想
や
出
家
性

か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
。

併
し
、
三
国
志
呉
書
で
は
、
非
正
統
の
支
謙

に
は
言
及
も
な
い
。

三
、
意
味

と
は

変
容
の
意
味
は
、
訳
経
の
意
図
の
付
加
や
当
時

の
人
々
の
問
題

に
対

応
す
る
形
で
表
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
的

な
変
容
は
イ
ン
ド
系
原
意

と
の
比
較
の
上
で
、

一
、
中
国
固
有
の
文
献

の
引
用

二
、
支
謙
伝
経

序
後
序
や
爽
注
と
の
連
関

三
、
自
然
風
土
、
慣
習
伝
統
、
社
会
基
盤

の
差
異
に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
字
句
表
現
上
の
相

違
は
勿
論
、
佛
典
の
構
成
、
様
式
そ
し
て
思
想
の
構
造

に
及
ぶ
差
異
の

意
味
を
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
中
国
初
期
佛
教
の
基
本
、
本
無
思
想

の
場
合
、
鎌
田
茂
雄
博
士
も
指
摘
さ
れ
た
が
、

で
は

に

対
応
す
る
。
無
的
な
の
は
荘
子
か
ら
の
造
語

で
あ
る
が
、
同
時
に
又
、
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六
八

に
も
当
た
る
。
な
ぜ
な
ら
、
空
を
無
的
に
解

し
、
双
否
の
弁

証

法

に
導

か

れ

て

い

る
。

そ

れ

は

、

の
章
句
名
に
も
反
映
し
、

を
大
明
度
経
本
無
品
第

一
四
と
訳
し
、

は
思
想
内
容
は
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
章
品
名
は

略
し
て
い
る
。
支
謙
は
、
空
性
も
本
無
に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
し
た
か

ら
で
あ

ろ
う
。
本
無

は
既
に
論
じ
た
様
に
弁
証
法
的
に
止
揚
さ
れ
高
次

の
超
越
的
実
在
で
あ
り
、
実
体
で
か

つ
還
元
の
根
源
で
も
あ
る
。
そ
れ

は
爽
注

で
も
確
め
う
る
の
で
、
支
謙

の
弟
子
達
に
も
ゆ
き
渡
っ
た
考
え

方
で
あ
ろ
う
。
弁
証
法
的
思
考
は
、
荘
子
に
由
来
す
る
だ
け
で
な
く
、

論
語
の
無
所
適
莫

の
論
法
と
も
同
じ
で
、
こ
の
無
所
適
莫
は
.
広
く
訳

経
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
還
元
的
論
法
は
老
子
系
の
復
帰
説
と
共
通
で

あ
る
。
真
如
と
空
性

の
両
義
を
も

つ
本
無
は
、
大
明
度
経
の
全
体
、
梵

摩
楡
経
、
慧
印
三
昧
経
等
五
ー
六
経
に
見
ら
れ
、

】
系
統
を
成
す
。
梵

摩
楡
経

で
は
、
五
戒
実
践
の
基
本
と
し
て
挿
入
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
明

度
経
の
影
響
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
本
無
を
他
訳
経
者
も
採
用
し
、
後
の

空

の
三
無
義

の

一
と
さ
れ
た
。
支
謙
訳
経
群
で
は
、
阿
彌
陀
佛
関
説
佛

典
群
系
統
に
お
け
る
阿
彌
陀
佛

の
位
置
を
占
め
る
の
に
対
し
、
空
本
無

系
統
で
は
本
無
が
そ
れ
に
当
り
、
(し
か
し
、
本
無
と
阿
彌
陀
佛
信
仰
と
の

関
係
は
不
明
)
。
こ
の
本
無
も
内
容
上
両
義
を
有
し
、
論
法
も
二
重
性
を

示
す
特

徴
を
も

っ
が
、
そ
の
体
得
達
成
に
は
、
大
明
度
経
で
は
六
度
の

行
道
が
必
須
で
あ
り
、
山
澤
行
も
亦
、
同
じ
境
地
に
至
る
と
考
え
て
い

る
と
言
え
よ
う
か
。
山
澤
行
は
論
語
に
由
来
す
る
賢
者
の
実
践
行
で
、

で
は

(煩
悩

な
き
所
往

)
を

訳

出

し
た

。

道
行
般
若
経
で
は
、
空
身
慧
と
空
的
に
し
た
。
こ
の
山
澤
行
は
維
摩
詰

経
、
太
子
端
応
本
起
経
等
に
も
見
出
さ
れ
、
大
明
度
経
爽
注
で
は

「山

澤

(行
)
を
空
浄
行

(取
意
)」
と
注
し
て
空

的
に
し
て
い
る
。
六
波
羅

蜜
行
も
基
本
は
空
思
想
な
の
で
、
空
思
想
で
は
通
底
す
る
が
、
行
に
お

い
て
山
澤
行
と
ど
の
様

に
考
え
て
よ
い
か
未
検
討
で
あ
る
。
支
謙
は
両

行
を
大
乗
菩
薩
道
と
考
え
て
い
た
様
で
、
あ
る
い
は
、
明
度
道
と
い
う

新
道

?

を
考
え
、
融
合
を
計
っ
た
行
道
で
も
立
て
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
こ
の
両
義
性
や
二
重
構
成
は
、
支
謙

の
訳
業
初
期
か
ら
見
出
さ
れ

る
。
亦
、
恐
ら
く
晩
年
に
再
構
想
さ
れ
た
ら

し
い
大
阿
彌
陀
経

の
浄
土

往
生
と
五
戒

の
修
身
化

の
訳
出
に
も
二
重
構
想
が
受
け
つ
が
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
換
言
す
れ
ば
、
宗
教
性
と
倫
理
性
の
二
重
性
と
見
う

る
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
様
な
見
方
が
、
大
明
度
経

の
事
例

で
も
あ
げ
ら

れ
る
。
支
謙
訳
経
時
が
明
確
な
の
は
、
同
経
巻
第
二
で
あ
り
、
「涼
州
に

て
訳
す
」
と
あ
る
。
全
巻
は
南
呉
で
ま
と
め
た
が
、
巻
第
二
は
、
武
昌
や

建
業

へ
出
奔
前
の
初
期
に
属
す
る
。
そ
の
変
謀
明
慧
品
第
五
は

と

と
に
対
応
す
る
。
内
容
上
同
じ
だ
か
ら
で
あ

る
。
変
謀
は

と
類
似
語
と
い
え
よ
う
が
、
明
慧
は
支
謙
の
付
加
で
あ
り
、

等
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。
支
謙
訳

の
別
事
例
か
ら
福
徳
と
か

歓
喜
は
、
結
果
的
後
置
的
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
明
慧
の

明
は
経
名

の
明
度
の
明
に
も
通
じ
、
維
摩
詰
経
で
も
確
か
改
変
付
加
さ
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六
九

れ
、
支
謙

の
中
心
思
想
の

一
つ
か
も
知
れ
な
い
し
、
両
経
の
親
縁
関
係

を

示

し

て

い
る
。

こ

の
明

が

で
あ

る

こ
と

は
、
経

名

か
ら

も

明

ら

か

で
あ

る

が
、

爽

注

に

よ

る

と

、

知

に
連

な

り
、

佛

は
、

主

知

的

で

「
不

知

な

し

」

と

注

解

さ

れ

、

一
切

知

へ
の
展

開

を

示

唆

す

る
。

明

慧

の
慧

は
、
明

と

は
違

っ
て
心

に
関

わ

る

と
考

え

ら
れ

、

亦

、
知

と

は

異

な

っ

て
、
智

に
連
な
り
、
中
国
の
人
達
の
伝
統
的
理
解

で
は
、

日
を
重

ね
て
の
知
と
も
さ
れ
る
。
爽
註
で
も
、

一
切
智
は

一
(十
種
)
力

を
有
す
」
と
注
解
さ
れ

「佛

の

一
切
智
」
と
も
い
わ
れ
、
行
道
を
条
件

と
す
る
様

だ
。
更
に
、
爽
注
で
は
佛
と
は

一
切
知
と

一
切
智

の
両
具
し

た
方
と
少
な
く
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
支
謙
訳

の
大
明

度
経
、
維
摩
詰
経
般
泥
疸
経
等

で

「悉
知
」
を
付
加
強
調
し
、
イ
ン
ド

的
原
意

が
、
分
別
知
を
否
定
的
意
味
合
い
で
表
現
し
て
い
る
場
合

は
、

回
避
、
曖
昧
化
、
不
訳

で
対
応
し
、
分
別

知
を
重
視
す
る

方
向
で
訳
出
し
て
い
た
よ
う
だ
。

を

、

分

別
品
第
十
三
と
改
変
し
て
い
る
こ
と
に
も
確
め
う
る
。
こ
の
分
別
知
重

視
は
、
言
語
の
必
須
化
を
招
き
、
言
行

一
致

の
儒
学
的
論
理
に
導
か
れ
、

し
か
し
、
根
源
的
直
観
智

は
そ

の
意
味
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て

維
摩
詰
経

の
場
合
に
は
、
主
旨

の
不
二
入
品
第
九
の

「維
摩

の

一
黙
」

も
そ
の
意
義
は
な
く
、
支
謙
訳
で
、
思
想
上
、
そ
の

一
黙
を
略
し
た
可

能
性
は
大
き
い
。
そ
れ
で
、
智

の
文
殊
の
言
表
内

の
不
二
入
に
と
ど
ま

り
、
分
別
知
内
無
的
空
を
究
極
位
と
し
た
。
こ
こ
に
分
別
知
内
空
が
立

て
ら
れ
、
例
え
ば

「そ
れ
ま
で
は
い
ろ
い
ろ
分
別
配
慮
し
、
実
践
時
の

み
無
念

(=
空
)
(取
意
)」
と
解
せ
る
不
二
入
は
、
部
分
空

で
は
な

い

だ

ろ
う

か

。

空

は
、

に
よ
れ
ば
、
甚
深
性
、
無
量

性
、
非
言
語
性
を
要
点
と
す
る
が
、
前
掲
の
熟
慮
後
、
実
践
時
無
心
を

空
と
は
部
分
に
局
限
化
さ
れ
た
空
思
想
と
い
え

よ
う
。
こ
の
維
摩
詰
経

校
量
基
準
や
自
然
性
な
い
し
主
知
性
で
近
似
の
大
阿
彌
陀
経
が
、
も
し

支
謙
訳
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
部
分
空
観
で
も
親
縁
的
で
あ
る
。
対

機
衆
生
の
欲
望
の
対
象
と
な
り
う
る
各
荘
厳
は
、
非
世
間
、
非
天
上

の

双
否
の
弁
証
法
で
、
中
的
空
で
あ
り
、
浄
土
は
恒
常
実
在
で
実
体
的
で
、

部
分
的
空
で
あ
る
の
で
、
後

の
指
方
立
相
観
に
連
な
る
と
見
う
る
。
五

悪
段
で
は
、
中
有
両
端
空
を
適
得
其
中
と
付
加
し
て
い
る
が
、
大
明
度

経
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

で
は
、

「存
在

が
条
件
的
で

(=
空
)
、

中
も
な

い
」
と
い
う
の
が
原
意
で
あ
る
が
、
支
謙
は
、
両
端
は
否
定
し
、

中
を
実
在
化
に
変
容
、
大
學
中
庸
的
理
解
で
訳
出
し
た
と
い
え
る
。
更

に
、
浄
土
厳
存
で
、
阿
彌
陀
佛

の
入
滅
を
い
う
が
、
阿
彌
陀
佛

の
原
語

の
思
想
や
本
願
に
よ
っ
て
の
浄
土
と
い
う
考
え
方
か
ら
は
説
明
で
き
な

い
の
で
支
謙
訳
と
さ
れ
る
般
泥
疸
経
か
太
子
端
応
本
起
経
の
影
響
で
な

い
だ
ろ
う
か
。
般
泥
垣
経

の
治
国
七
不
衰
退
法

は
既
述
の
通
り
、
儒
学

的
変
容
に
天
人
相
関
説
の
応
用
も
伺
わ
れ
る
。
支
謙
訳
佛
典
群
の
選
経

傾
向
も
そ
れ
を
思
わ
せ
る
。
亦
、
五
悪
段
中
の
適
得
其
所
の
付
加
は
大

明
度
経
、
梵
摩
楡
経
等
に
も
見
ら
れ
、
孔
孟
子
系

の
出
典
で
あ

つ
た
か
、

少

な
く

と

も

に
は
な
い
固
定
的

非
空
的
な
王
体
制
下
の
封
建
思
想

で
あ
る
。
治
国
が
主
題
の
羅
呪
和
羅
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七
〇

経

で
は
、

で
韻
文
型
で
あ
る
が
、
散
文
化
し
、
そ
の

一
部

散
文
文
言
が
、
五
悪
段
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
羅
咤
和
羅

経
の
対
機
は
支
配
層
の
外
、
蕩
醇
、
蝸
飛
、
蠕
動
類
の
辺
地
的
衆
生
が

含
ま
れ
、
県
官
を
恐
れ
、
官
中
心
的
で

(軍
よ
り
優
位
か
)
、
大
阿
彌
陀

経
と
共
通
す
る
が
、

に
は
な

い
。
五
悪
段
で
は
、
地
獄
の
罰
に

王
官
の
牢
獄
罰
も
正
当
化
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

の
王
牢
獄
の
意
義
と
は
逆

の
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
五
悪
段

の

五
戒
は
、
支
謙
訳
佛
典
群

で
は
頻
出
す
る
が
、
イ
ン
ド
産
の
戒
で
あ
る

が
、
五
常
五
倫
や
四
端
で
根
拠
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
も
独
創
的
で

あ
ろ
う
。
こ
の
訳
し
方
は
、
八
師
経
や
李
経
第
十
三
も
見
ら
れ
、
五
悪

段
が
浄
土
往
生
行
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
で
、
最
も
完
成
度
は
高

い
。

し

か

も
、

こ

の
往

生

行

の
具

体

化

は
、

往
勤
偈

後
半
の

一
-
三
偈
に
よ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
太
子
端
応
本
起

経
は
大
乗
化
し
た
要
素
に
六
波
羅
蜜

の
中
国
的
徳
目
に
よ
る
根
拠
づ
け

を
、
指
摘
で
き
よ
う
が
、
前
掲
五
悪
段
の
五
戒
の
道
徳
的
修
身
化
と
同

じ
で
あ
り
、
菩
薩
道

の
道
徳
化
で
あ
り
中
国
的
融
合
化
の

一
端
で
あ
る
。

又
、
守

一
、
精
思
悔
過
守
玄
等
道
家
的
術
語
が
配
置
さ
れ
、
支
謙
周
辺

の
思
想
状
勢
を
反
映
し
て
い
る
。
平
川
彰
博
士
は
、
七
経

の
支
謙
訳
阿

彌
陀
関
説
佛
典
を
注
目
し
て
い
る
が
、
支
謙
の
信
心
と
無
関
係
で
は
な

い
か
も
知
れ
な
い
。
大
阿
彌
陀
経
の
思
想
史
的
意
義
は
、
五
願

「過
去

に
作
悪

で
も
、
悔
過
反
正
し
、
作
善
為
善
な
ら
成
佛
す

(取
意
)」
と
い

う
故
、
悪
人
正
機
説
に
連
な
る
事
で
あ
る
。
当
時
盛
行
し
た
悔
過
思
想

と
性

善

観

に

よ

り
、

一
九
願

で
救
い
が
除
外
さ
れ
た
五
逆

(例

へ
ば
阿
闇
世
)
で
も
救
わ
れ
る
と
改
変

さ
れ

た
が
、
対
機
が
王
臣
族
を

主
と
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
悔
過
は
維
摩

詰
経
で
も
付
加
さ
れ
て
い

る
が
、
作
善
得
福
や
過
度
的
思
索
に
斉
合
さ

れ
て
い
な
い
。
亦
、
二
願

「変

成

男

子

」

は
、

三
四
願
を
前
置
強
化
し
た
が
、
女
性
蔑
視

の

社
会
に
お
い
て
、
七
経
も
女
性
救
済
関
説
佛
典

の
選
経
訳
出
は
、
王
臣

支
配
層
女
性
群

へ
の
配
慮
要
請

の
故

で
あ
り
、
斉
経
も
含
め
て
斉
家

の

為

で
あ
ろ
う
。
次
に
浄
土
様
相
が
、
沙
、
流
沙
、

一
沙

一
佛
に
改
変
付

加
さ
れ
、
河
川
流
泉
池
や
花
樹

の
表
現
に
は
、

の
様
な
、
多
様

性
豊
饒
性
よ
り
も
、
辺
地
的
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
佛

の
行
慮

で
、
行
政
単
位
は
、
大
明
度
経

の
訳
例
と
同
様
、
郡
県
で
は
道

家
的
か

っ
辺
地
的
衆
生

の
対
機

に
対
し
て
、
郡
国
県
市
里
邑
の
細
分
化

の
処
は
、
儒
家
的
徳
風
で
、
王
臣
人
間
中
心
的
衆
生
の
差
異
が
伺
わ
れ
、

支
謙
は
両
方
知

っ
て
い
る
。
支
謙
始
め
、
訳
経
者
達
は
、
浄
土
荘
厳
迄

は
理

解

で
き

て
も

、

や
善
差
別

(三
昧
)
の
正
確
な
訳
出
に
は

達

し

て

い
な

い
。

そ

れ

故

、

関
連

の
願
が
欠
落
し
て
い
る
事
に

も
表
わ
れ
て
い
る
。
支
謙
は
、
中
国
化
と
治

国
の
功
利
的
意
図

の
故
、

修
身
斉
家
治
国
太
平
的
に

を
改
変
構
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
(な

お
四

、

課

題

と

注

は

略

。

キ

ー

ワ

ー
ド

に
含

)

<キ
ー

ワ
ー
ド
>

意
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と
解
読
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別
知
内
空
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国
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の
具
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化
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海
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教
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